
 

 

 

 

 

【出題意図】 

・日本近代文学分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる。また、日本近代文学研



究に必須の知識を持っているかを確認する。 
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【出題意図・解答例】 

問Ⅰ 

問一：文献読解に必要な知識と技術を持っているか確認する。 

問二：自分の考えをまとめ、的確に論じることができるか確認する。 

問三：中国古典詩を正確に読解し、現代日本語で適切に表現する能力をはかる。 

 

問Ⅱ  

問一：(A)玄言 (B)易経  

問二：関連分野の日本語テキストを正確に読解し、筆者の意図をはかりつつ説明することができるかを

みる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

【出題意図】 

・関連分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる． 



・自身の研究計画を具体的に持ち，その研究テーマの意義を適切に説明することができるかどうかを

確認する． 
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【出題意図】 

 問題文の内容を的確に理解し、そこに見られる文学史的事項についても簡潔に説明できるか、さらに、

日本の古典文学作品の享受史における歌の扱いの変容について、自身の研究と関連づけながら具体

的に考察して独自の視座を提示する能力をはかることを意図した出題。 

 

 

 



 

 

 

【出題意図】 

問 1 

 1． 西洋古典学の基礎となる韻文を原典で読み，神話理解に基づいた解釈ができるかどうかを問う． 

 2． 1．を前提に，古典古代文献の修辞技法に関する理解を問う． 

 

問 2 

 1． 西洋古典学の基礎となる散文を原典で読み，正確な語学的理解ができるかどうかを問う． 

 ２． 1．を前提に，古典古代文献に関する広やかな知識と柔軟な理解を備えているかどうかを問う． 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

【Intention of Questions】： 

Question 1: To test the competence of the applicant for reading complicated theoretical texts in English 

relevant to research in Literature and the Humanities. 

Question 2: To test the competence of the applicant to analyse complex theories and to extrapolate 

knowledge from one field to another. 

Question 3: To check if the applicant has indispensable knowledge in the relevant field. 

Question 4: To check if the applicant has a thorough understanding of the research plan and can present it 

convincingly. 

 



 

 

 



 

 

 

 

【出題意図】 

関連分野の日本語テキストを読解し、正しく論点を把握し適切に要約する能力をはかる。 

【解答例】 

土や草、木、空気、牛、「わたし」などすべてのものが、食料や生殖といった目的のために利用される

こと。 

 

 

【出題意図】 

関連分野の日本語テキストを読解し、正しく論点を把握し適切に要約する能力をはかる。 

【解答例】 

「わたし」の夫は、「わたし」が被災地の牧場に行くことで、生殖能力を失うのではないかと考えている。

このことは、夫が「わたし」を、子どもを産むことができるかどうか、すなわち生産性の観点からみているこ

とを示唆する。被曝した牛たちもまた、肉牛として出荷することもできず、ペットとしても観賞用としても役

に立たず、生産性の観点からいえば無価値の存在として措定されている。この点において、生産性を失

った、あるいは失いうる「わたし」と被曝した牛は、男性中心主義的かつ人間中心主義的価値観によって

成り立つ近代社会から疎外される存在として描かれ、それゆえ、そのヘゲモニーに対して共闘しうるもの

である。 

 

 

【出題意図】 

文学テクストを批判的に読解しつつ、独創的な研究テーマや論点を提示する能力をはかる。 

【解答例】 

（略） 




